
                    

 

PRESS RELEASE 
        川崎市合唱連盟 会長 田中実 

 

企業合唱団のあり方について 

～地域、行政、企業をつなぐ架け橋として～ 

「富士通川崎合唱団」の事例より 

 

  「川崎市合唱連盟」は川崎市内の合唱文化振興・普及を目指して 1965 年に発足をした非営利団体で

す。2018 年 10 月現在、94 団体が加盟をしており、市区町村単位での合唱団体としては国内最大級の

規模です。 

当連盟は、様々な側面から「合唱」という芸術を多くの皆様に知って頂くべく、活動を続けて参り

ます。特に近年では若年層への支援を積極的に行ってまいりました。地域で活動をする子どもたちや

市内にある 2 つの音楽大学（昭和音楽大学・洗足学園音楽大学）とのコラボレーション企画を実施す

ると共に、行政や各メディアへの広報活動を積極的に行っています。 

 

今回、当連盟としてもう一つの活動形態について着目をしました。それは企業合唱団という存在で

す。 

戦後の日本文化（スポーツや芸術）育成において、企業団体は大きな力を発揮してきました。しか

し、近年の厳しい経済環境の下、数多くの企業団体が休部や廃部となってしまいました。特にスポー

ツ分野ではその傾向が顕著で、これは日本の文化育成の観点からすると好ましいことではありません。 

 

そんな中で、私達は企業合唱団というあり方に改めて注目をしました。合唱という芸術には様々な

側面がありますが、実は企業団体との親和性が非常に高いのではないか？という仮説に辿り着いたた

めです。合唱には次の 2 つの特長があります。 

 

・活動を継続するために必要な資源（資金や設備）が非常に少ない 

 部屋がひとつ、可能であれば鍵盤がひとつ、あとは人さえ集まれば合唱はできます。 

・音楽の中でも「歌」は相手に届きやすい 

 人に一番届くのは人の声。合唱は多くの方々にアプローチできる芸術です。 

 

企業合唱が地域や行政と企業の架け橋となり、企業のブランド向上や広報メディアとしての活用、

そして文化振興の側面から様々な可能性を秘めているのではないか？と私達は考えています。 

 

そこで今回は川崎市内で長年に渡り活動を継続されている「富士通川崎合唱団」様にご協力を頂き、

その活動についてご紹介をさせて頂きながら企業合唱団の魅力について皆様にお知らせをさせて頂き

ます。 



                    

 

◯富士通株式会社について 

1935 年に設立をされた、日本を代表するテクノロジーをベースとしたグローバル ICT 企業です。本

店は川崎市中原区にあり、IT 技術を中心としたサービスの提供、システムの開発、メンテナンスなど

様々な分野で事業を行われています。 

理化学研究所と共同で開発されたスパコン「京」は完成時点で世界最高速の処理能力をみせるなど、

世界的に高い技術を有する国内有数の企業として日本経済を牽引してきました。 

 

またスポーツ分野においても、陸上競技部、アメリカンフットボール部、女子バスケットボール部

を有し、スポーツを通じた交流や人材育成、文化振興に精力的に取り組まれています。 

2017 年、2018 年に J リーグ連覇を果たした「川崎フロンターレ」の筆頭スポンサーでもあります。

また同チームの前身は 1955 年に創部された「富士通サッカー部」であり、日本サッカー界の創設期か

らその活動を支えてこられました。 

 

◯富士通川崎合唱団 

1947 年に「富士通信機混声合唱団」として設立さ

れ、70 年以上に渡り活動をされている国内有数の企

業合唱団です。 

 

団員は富士通グループの社員や役員で構成され、

退職した元社員の参加も許可されています。 

富士通関連の事務所の一室を使って練習をしてい

ます。 

 

 

 その活動は多岐に渡ります。 

・会社主催行事における歓迎演奏 

・地域の関係者（商業施設や学校）からの演奏依頼 

 

 また国内最大の規模を誇る「全日本合唱コンクール」

にも積極的に参加し、全国大会への出場を７年連続で

果たすなど、輝かしい実績をお持ちです。 

 

 老若男女、会社内での立場などを超えて一緒に活動をしています！ 

子連れでの参加者もいて、合唱団を通じて様々な交流が生まれています。 



                    

 

 

 

◯団長・指揮者へのインタビュー 

－合唱団として、どんな活動をされていますか？ 

富士）週に一度の練習を基本に活動をしています。富士通グル

ープ全体では 16 万人の社員がいるので・・・合唱団という活

動形態がなければ、きっと仕事上で会うことはなかったでしょ

う。 

 合唱活動を通じて、改めて「同じグループで働いている仲間

なんだな」という連帯感は強く感じますね。また、全国の支社

や工場のイベント等で演奏を頼まれることもあるので、グルー

プ内の融和を促進する内部広報の役割も担っています。 

 

 

 

－指揮者として、こちらの合唱団をどう感じますか？ 

加藤）色々な団体とお付き合いをさせて頂いています

が、富士通川崎合唱団さんは企業合唱団の特色がすご

く出ているな、とよく感じます。 

 練習の進め方、イベントの立ち上げや取り回し、組

織運営などに「仕事で培っている技術」が遺憾なく活

かされています。 

 合唱団活動を通じて“社風”を再認識されているの

ではないかな？と感じています。 

 

富士）確かに合唱団活動を通じて学ぶことは多いですね。

「相手に何かを教える」「企画を考える」「会議の効率的な

進め方」など各人ごとの役割を認識し、それぞれが“自分

事”として取り組むことで団の運営は成り立っています。 

 あと、練習場所の提供や演奏機会の紹介など、やはり会

社から様々な形で支援を頂いているのだな、と改めて感じ

ています。 

 企業合唱団の重要性を再認識すると共に、愛社心のよう

なものも自然と芽生えてきます。 

左）加藤雅子さん（指揮者） 

右）富士 秀さん （団長） 

会社主催行事（工場公開）での歓迎演奏。 

地域の方々に「富士通」を知ってもらう 

外部広報の役割も果たしています。 

地域の介護施設でのクリスマスコンサート。 

企業と地域を結びつける大切な機会です。 



                    

 

加藤）企業の名前を背負って活動をすることって、やはりスゴイと思いま

す。 

 自分たちの活動がそのまま企業の評判につながるわけですから・・・ 

 そんな中で、富士通川崎合唱団の皆さんは様々な活動を通じて多くの実

績を残されてきました。 

 富士通グループにとって、この合唱団は本当に大切な財産だと思います。 

 そして合唱団の皆さんも、様々な支援や多くのご縁に恵まれた素晴

らしい時間を過ごされているのではないでしょうか。 

 

－合唱団活動が様々な相乗効果を産んでいるのですね。 

 

富士）団名の「川崎」にもこだわりがありまして・・・ 

 企業名だけでなく、地名が入っていることで地域の皆さんとの関わ

り方がより一層密接になっています。 

 演奏会のチラシ配布で町内会の皆さんにお世話になったり・・・合

唱団活動がなければ、絶対に生まれないご縁でした。 

 色々な街に地名の入った企業合唱団が出来ると、新しいつながりが

増えてくるのではないでしょうか？ 

 

 

 企業と合唱団の様々な相乗効果について、実例を紹介させて頂きました。 

 繰り返しになりますが、合唱は「活動に多額の資金を必要とせず」「相手に届きやすい」活動です。 

 さらに、日本では多くの学校で合唱が教育の一環として取り入れられていることから、どこの企業に

も潜在的な「合唱人」が数多くいることになります。 

 

 内外の広報や福利厚生を含め、多くの企業が合唱のもつ可能性に注目し、日本中に「その地域の企業

合唱団」があるような夢の実現を目指し、当連盟はこれからも活動を続けて参ります。 

 合唱団を始めるための様々なノウハウ（指揮者、伴奏者、選曲、練習方法等）もございます。 

 少しでもご興味をもたれた企業ご担当者様は、ぜひ一度ご相談を頂ければ幸いです。 

 

お問い合わせ先                                

〒213-0012 川崎市高津区坂戸 2-17-8-1F        

川崎市合唱連盟事務局 高橋昌也 

電話：070-4211-6457 

Mail: kawasakichorus@gmail.com 

合唱団のオリジナルロゴも作成！ 

その作成を通じて、合唱団や会社の 

歴史を改めて知りました。 

地元商業施設のオープン記念演奏。 

“川崎”の地に根ざした活動を 

しています。 


